o 

厳守 

❶ 

厳守 
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本製品は AC 100 V 専用です。指定以外の電源電圧で 
使用しないでください。 


A 

感電注意 

A\ 


アース接地する発火注意 


AC ケーブルのアースリード線については、以下 
にご注意ください。 

•故障 • 漏電時の感電防止のため、必ずアースリード線を接地 
(アース接続）してください。 

•アース接続は、必ず電源プラグを AC コンセントにつなぐ前 
に行つてください。 

•アース接続を外す場合は、必ず電源プラグを抜いてから行 
つてください。 

•アースリード線を AC コンセントに挿入、接触させると、火 
災 • 感電の原因になります。 


AC ケーブ^/については、以下にご注意ください。 

•必ず添付または指定の AC ケーブルを使用してください。 

• AC ケーブルを加工したり、無理に曲げたり、ねじったり、引っ張っ 
たりしないでください。 

籲 AC ケーブルを AC コンセントから抜く場合は、必ずプラグ部分を持っ 
て抜いてください。ケーブルを引っ張ると、断線または短絡して、 
火災および感電の原因となることがあります。 

籲 AC ケーブルの電源プラグは、ぬれた手で AC コンセントに接続したり、 
抜いたりしないでください。感電の原因となります。 

❹本製品を長時間使わない場合は、 AC ケーブルを電源から抜いてくださ 
い。 AC ケーブルを長時間接続していると、電力消費•発熱します。 

籲電源プラグはほこりが付着していないことを確認し、根本までしっ 
かり差し込んでください。ほこりなどが付着していると接触不良で 
火災の原因となります。 


〇 梱包用のビニール袋については、以下にご注意ください。 

•梱包用のビニール袋は、幼児や子供の手の届かないところに保管して 
厳守 ください。ビニール袋をかぶったりすると、窒息の恐れがあります。 

•可燃物ですので、火のそばに置かないでください。 


0 


禁止 


液晶パネルから漏れた液体（液晶）には触れないでください。 

誤って液晶パネルの表示面を破壊し、中の液体（液晶）が漏れた場合に 
は、液体を口にしたり、吸い込んだり、皮膚につけないようにしてくだ 
さい。万が一、液晶が目や口に入った場合は、すぐに水で5分以上洗 
い、医師の診断を受けてください。また、皮膚や衣服に液晶が付着した 
場合は、すぐにアルコールなどで拭き取り、石験で水洗いしてくださ 
い。そのまま放置すると、皮膚や衣服を傷めるおそれがあります。 


電源を切って、 AC コンセントからプラグを抜いてください。そのまま 
使用すると火災 • 感電の原因となります。 

本製品の取り扱いは、必ず本書で接続方法をご確認に 
なり、以下のことにご注意ください。 

•作業の前に、本製品を接続する機器およびそれの周辺機器の電源を 
切り、 AC コンセントからプラグを抜いてください。プラグを抜かず 
に作業を行ろと、感電および故障の原因となります。 

•接続ケーブルなどの部品は、添付品または指定品をご使用ください。 

指定品以外を使用すると火災や故障の原因となります。 

•ケーブルにものをのせたり、引っ張ったり、折り曲げ■押しつけ- 
加工などは行わないでください。火災や故障の原因となります。 

_接続するコネクターやケーブルを間違えると、コネクターやケープ 
ルから発煙したり火災の原因になります。 

本製品の移動の際は、まず本製品を接続している機 
器 ■ 周辺機器および本製品の電源を切り、 AC コンセ 
ントからプラグを抜いてください。 

プラグを抜かずに移動を行ろと、感電および故障の原因となります。 

本製品をぬらしたり、水気の多い場所で使用しないでください。 

_火災■感電の原因となります。お風呂場、雨天、降雪中、海岸、水 
辺でのご使用は、特にご注意ください。 

•表示面に水滴などをつけたまま放置しないでください。水滴などが 
ついた場合は、すぐに脱脂綿や柔らかい布などで拭き取ってくださ 
い。放置しておくと表示面が変色したり、シミの原因となります。 
また、水分が内部へ浸入すると、故障の原因になります。 

ぬれた手で本製品を扱わないでください。 

感電や、本製品の故障の原因となります。 

決められた電流内で使用してください。 

出力電流の絶対最大定格を超えた電流で本製品を使用すると、火災 • 
感電_故障の原因となります。 

故障や異常のまま、通電しないでください。 

本製品に故障や異常がある場合は、必ず接続している機器から取り外 
してください。また、本製品に通電をしないでください。そのまま使 
用すると、火災 • 感電 • 故障の原因となります。 


電源プラグ 
を抜く 


❶ 

厳守 


❶ 

厳守 


(§) 

水ぬれ禁止 


ぬれ手禁止 

❶ 

厳守 


0 

禁止 



LCD シリーズ取扱説明書 

必ずお読みください 


10 DAT/s 
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お使いになる方への危害、財産への損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使いいただくための注意事項を記載しています。 
ご使用の際には、必ず記載事項をお守りください。 


• 警告および注意表示 

A 危険 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、死亡または重傷を負う危険が 
切迫して生じることが想定される内容を示しています。 

A 警告 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人体に多大な損傷を負う可能 
性が想定される内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が損傷を負ろ可能性又は物 
的損害のみの発生が想定される内容を示しています。 


絵記号の意味 


△ 


△危険 


③ 


分解禁止 


この記号は注意（警告を含む）を促す内容を告げるもので例「発火注意』を表す絵表示 ； 
す。記号の中や近くに具体的な内容が書かれています。 


この記号は禁止の行為を告げるものです。記号の中や例「分解禁止』を表す絵表示， 


近くに具体的な内容が書かれています。 


この記号は必ず行っていただきたい行為を告げるもので例グを抜く』を 
す。記号の中や近くに具体的な内容が書かれています。 


本製品を修理 ■ 分解 ■ 改造しないでください。 

火災や感電、破裂、やけど、故障の原因となります。 

修理は弊社修理センターにご依頼ください。分解したり、改造した場合、保証期間であっても有料修理となる場合があります。 


△警告 


❶ 


厳守 


本製品をお使いになる場合は、本製品を接続する機器 
やそれの周辺機器のメーカーが指示している警告、注 
意表示を厳守し、正しい手順でお使いください。 

警告 • 注意事項を無視すると人体に多大な損傷を負5可能性がありま 
す。また、正しい手順で操作しない場合、予期せぬトラブルが発生す 
る恐れがあります。本製品を接続する機器やそれの周辺機器のメーカ 
一が指示している警告、注意事項、正しい手順を厳守してください。 

煙が出たり、変な臭いや音がしたら、すぐに使用を中 
止してください。 


❶ 


厳守 


AC アダプターについては、以下にご注意ください。 

•必ず添付または指定の AC アダプターを使用してください。 

• AC アダプターのケーブル部分を加工したり、無理に曲げたり、ねじ 
ったり、引っ張ったりしないでください。 

• AC アダプターを製品本体から抜く場合は、必ずプラグ部分を持って 
抜いてください。ケーブルを引っ張ると、断線または短絡して、火 
災および感電の原因となることがあります。 

籲 AC アダプターにものを乗せたり、かぶせたりしないでください。 
•保温 • 保湿性の高いものの近くで使用しないでください。 

(じゆうたん、スポンジ、ダンボール、発泡スチロールなど） 


•AA_ 


A 注意 
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禁止 
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禁止 
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A 


注意 


本製品は以下のよろな場所で保管•使用しないでください。 

故障の原因になることがあります。 

•振動や衝撃の加わる場所 
•直射日光のあたる場所 
•湿気やホコリが多い場所 
籲温湿度差の激しい場所 
•水気の多い場所（台所、浴室など） 

•傾いた場所 

•腐食性ガス雰囲気中 ( Cl2 、 H2S 、 NH 3、 S 02、 NOx など） 
•静電気の影響の強い場所 

•熱の発生する物の近く（ストーブ、ヒーターなど） 

籲強い磁力 • 電波の発生する物の近く（磁石、ラジオ、無線機など） 

《使用時のみの制限》 

•保温、保湿性の高いものの近く（じゅうたん、スポンジ、ダンボ-ル、発泡スチロ-ルなど） 
•製品に通気孔がある場合は、通気孔がふさがるよろな場所 

本製品は精密部品です。以下のことにご注意ください。 
•落としたり、衝撃を加えたりしない 
•重いものを上にのせない 

•本製品の上に水などの液体や、クリップなどの小部品を置かない 
暑本製品内部およびコネクター部に液体、金属、たばこの煙などの異物を入れない 

ケーブルについて 

•ケーブルは足などに引っ掛からないように、配線してください。足を 
弓 I っ掛けると、けがや接続機器の故障の原因となります。 

•熱器具のそばに配線しないでください。ケーブル被覆が破れ、接触 
不良などの原因になります。 

籲動作中にケーブルを激しく動かさないでください。接触不良および 
それによるデータ破壊などの原因になります。 

眼精疲労について 

ディスプレイを見る作業を続けるときは、作業場を300〜1000ルク 
スの明るさにしてください。また、連続作業をするときは、1時間に 
10分から15分程度の休憩をとってください。長時間ディスプレイを 
見続けると、眼に疲労が蓄積されます。 


❶ 


難守 


§ 

❶ 


本体についた汚れなどを落とす場合は、柔らかい布で 
乾拭きしてください。 

籲洗剤で汚れを落とす場合は、必ず中性洗剤を水で薄めてご使用ください。 
籲ベンジン、アルコール、シンナー系の溶剤を含んでいるものは使用し 
ないでください。 

•市販のクリーニングキットを使用して、本製品のクリーニング作業を 
行わないでください。故障の原因となります。 

本製品を結露させたまま使わないでください。 

時間をおいて、結露がなくなってからお使いください。本製品を寒い所 
から暖かい場所へ移動したり、部屋の温度が急に上昇すると、表面•内 
部が結露する場合があります。そのまま使ろと誤動作や故障の原因とな 
る場合があります。 

本製品（ソフトウェア含む）は、日本国内仕様です。 

本製品を日本国外で使用された場合、弊社は一切責任を負いかねます。 
また、弊社は本製品に関し、日本国外への技術サボート、およびアフタ 
_サ_ビスなどを行っておりません。あらかじめ、ご了承ください。 

電波障害について 

他の電子機器に隣接して設置した場合、お互いに悪影響を及ぼすことが 
あります。特に近くにテレビやラジオなどがある場合、雑音が入ること 
があります。その場合は次のようにしてください。 

籲テレビやラジオなどからできるだけ離す。 

籲コンセントを別にする。 

_テレビやラジオのアンテナの向きを変える。 


デイスプレイの角度および高さ調整時に、指をはさま 
ないよろに気をつけてください。 

手をはさまない けがの原因となることがあります。 


A 


お取り扱い 


画面の焼き付きを防ぐために 


同じ画面を長時間表示させていると画面の焼き付きを起こすことがあります。焼き付きを防ぐために 
次のことを行ってください。 

•パソコンやデイスプレイを使用しないときは電源を切ってください。 

•なるべく、省電力機能またはスクリーンセーバー機能をご使用ください。 


ノ Vv クライトについて 


本製品に使用しているパックライトには寿命があります。（オンラインマニュアル【ハードウェア仕様】参照）画 
面が暗くなつたり、チラついたり、点灯しないときは、新しい専用のバックライトユニットへの交換が必要です。 
※ご自分での交換は絶対にしないでください。交換等につきましては、弊社サボートセンターへお問い合わせください。 
※パネルおよびハ〜ンクライトは1年間保証となります。 



•腐食性ガスの発生しない場所、振動のない場所に設置してください。 

油煙や腐食性ガスの発生場所、振動が継続する場所に置くと、故障の原因になります。 


お手入れのために 


參表示面が汚れた場合は、脱脂綿か柔らかいきれいな布で軽く拭き取ってください。 

參表示面以外の汚れは、柔らかい布に水または中性洗剤を含ませて軽く絞ってから、軽く拭いてくだ 
さい。ペンジンやシンナーなどの溶剤は避けてください。 

•表示面に水滴などをつけたまま放置しないでください。水滴などがついた場合はすぐに脱脂綿ゃ柔 
らかい布などで拭き取ってください。放置しておくと表示面が変色したり、シミの原因になります。 
また、水分が内部へ侵入すると故障の原因になります。 


•ご使用にならないときは、ほこりが入らないようカパーなどをかけてください。 

•表示部の周囲を押さえたり、その部分に過度の負担がかかる状態で持ち運んだりしないでください。 
ディスプレイ部が破損するおそれがあります。 

•ディスプレイ部の表面は傷つきやすいので、工具や鉛筆、ポールペンなどの固いもので押したり、叩 
いたり、こすったりしないでください。 

籲表示面上に 減点（点灯しない点）や輝点（点灯したままの点）がある場合があります。 これは、液晶 
パネル自体が99.99%以上の有効画素と0.01%の画素欠けや輝点をもつことによるものです。 故障 
あるいは不良ではありません。修理交換の対象とはなりませんので、あらかじめご了承ください。 

籲本製品の取り付けや取り外しのときは、必ず、パソコン本体および周辺機器の電源を切ってから行ってください。 
•本製品の修理は弊社修理センターにご依頼ください。送付先については取扱説明書（別紙）【修理に 
ついて】を参照してください。 


ご注意 


① 本製品及び本書は株式会社アイ•オー•データ機器の著作物です。したがって、本製品及び本書の一部または全部を無断で複製、複写、転載、改変することは法律で禁じられています。 

② 本製品及び本書の内若 


芍容については、改良のために予告なく変更することがあります。 

③ 本製品を運用した結果の他への影響については、上記にかかわらず責任は負いかねますのでご了承ください。 

④ 本製品は「外国為替及び外国貿易法」の規定により戦略物資等輸出規制製品に該当する場合があります。国外に持ち出す際には、日本国政府の輸出許可申請などの手続きが必要になる場合があります。 

⑤ 本サポートソフトウェアの使用にあたつては、パックアップ保有の目的に限り、各1部だけ複写できるものとします。 

⑥ 本サボートソフトウェアに含まれる著作権等の知的財産権は、お客様に移転されません。 

⑦ 本サポートソフトウェアのソースコードについては、如何なる場合もお客様に開示、使用許諾を致しません。また、ソースコードを解明するために本ソフトウェアを解析し、逆アセ 
ンブルや、逆コンパイル、またはその他のリパースエンジニアリングを禁止します。 

⑧ 書面による事前承諾を得ずに、本サポートソフトウェアをタイムシェアリング、リース、レンタル、販売、移転、サブライセンスすることを禁止します。 

⑨ 本製品は、医療機器、原子力設備や機器、航空宇宙機器、輸送設備や機器、兵器システムなどの人命に関る設備や機器、及び海底中継器、宇宙衛星などの高度な信頼性を必要とする設備や機器として 
の使用またはこれらに組み込んでの使用は意図されておりません。これら、設備や機器、制御システムなどに本製品を使用され、本製品の故障により、人身事故、火災事故、社会的な損害などが生じ 
ても、弊社ではいかなる責任も負いかねます。設備や機器、制御システムなどにおいて、冗長設計、火災延焼対策設計、誤動作防止設計など、安全設計に万全を期されるよラご注意願います。 

耘製品は日本国内仕様です。本製品を日本国外で使用された場合、弊社は一切の責任を負いかねます。また、弊社は本製品に関し、日本国外への技術サボート、及びアフターサーピ 
J ませんので、予めご了承ください。 

5 tor use only in Japan.We bear no responsibility tor any damages or losses arising from use of , or inability to use , this product outside Japan and provide no 
technical support or after-service for this product outside Japan .) 

本サボートソフトウェアを一時に 1 台のパソコンにおいてのみ使用することができます。 

本製品または、その使用権を第三者に再使用許諾、譲渡、移転またはその他の処分を行ろことはできません。 

お客様が【ご注意】の諸条件のいずれかに違反されたときは、いつでも本製品のご使用を終了させることができるものとします。 
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⑩本製品は日本国内 f 
ス等を行っており I 
(This product is to 
technical 
⑪お客様は、： 

⑫お客様は、： 

⑬弊社は、お： 


商標について 

參 1-0 DATA は、株式会社アイ_オー • データ機器の登録商標です。 

參 Microsoft , Windows は、米国 Microsoft Corporation の登録商標です。 

參 Apple , Macintosh , Power Macintosh , PowerBook , iMac ,、 iBook , Power Mac , Mac Mac OS , Mac OS ロゴおよびその標章は、米国 Apple Computer , Inc . の登録商標です 0 
參その他、一般に会社名、製品名は各社の商標または登録商標です。 


r 呼び方 

意味 

Windows XP 

Microsoft® Windows® XP Professional Operating System および 
Microsoft® Windows® XP Home Edition Operating §ystem の総称 

Windows 

2000 

Microsoft® Windows® 2000 Professional 

Operating System 

Windows Me 

Microsoft® Windows® Millennium Edition 

Operating System 

Windows 98 

Microsoft® Windows® 98 Operating System および Microsoft* 
Windows® 98 Second Edition Operating System の総称 

Windows Me 
/98 

Windows Me、Windows 98 の総称 

Windows 
v ___ 

Windows XP、Windows 2000、 Windows Me/98 の総称 
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デジタルライフの夢を拡げる 

|§アず一•データ機器 

本社サボートセンター:〒920-8513石川県金沢市按田町2丁目 84ffl 地 
ホームぺージ： http://www.iodata.jp/support/ 


Copyright (〇 2005-2006 1-0 DATA DEVICE. INC. All Rights Reserved. 2006.1 .6 


拓 iQQ 


古紙パルプ配合率 
100%再生紙を 
使用しています 




PRINTED WITH 大豆インキを 
gOYINKl. 使用しています 

















































































